
令和７年度シラバス（保健体育）  学番７６ 新潟県立糸魚川白嶺高等学校  

教科(科目) 保健体育（体育） 単位数 ２単位 学年(コース) ３年次必履修体育 

使用教科書 「現代高等保健体育」（大修館） 

副教材等 なし 

 

１ グラデュエーション・ポリシー及びカリキュラム・ポリシー 
グラデュエ

ーション・
ポリシー 

～卒業までにこのような資質・能力を育みます～ 

①地域と連携する活動をとおして、地域に愛着を持ち、将来にわたり地域社会に主体的に貢献しようとする姿勢を育成します。 
②防災減災学習や地域理解学習をとおして、地域の課題を自分事として捉え、解決しようとする態度を育成します。 
③豊かな心を持ち、思いやりをもって自他を尊重し、国際化に対応したコミュニケーション能力を育成します。 

カリキュラ
ム・ポリシ
ー 

～上記の資質・能力を育成するため、このような教育活動を行います～ 
①基本的生活習慣を確立させる生徒指導や人権教育、同和教育の推進をとおして、規範意識・社会性の涵養、いじめを許さない態度の育成
をするための教育活動を展開します。 

②３年間の系統的で継続的な「白嶺ＨＳＪ(ホップ･ステップ･ジャンプ）」プランによるキャリア教育や防災減災学習により、学力向上、進
路実現を目指すための指導や取り組みを推進します。 
③職業理解、地域理解を深め、地域課題を解決しようとする態度を育成するため、地元の産業界、関係機関等との連携・協働を推進し、地

域の復興や活性化に向けた教育活動に取り組みます。 

 

２ 学習目標         
体育や保健の見方・考え方を働かせ、課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けた学習過程を通して、心と体を一体

として捉え、生涯にわたって心身の健康を保持増進し豊かなスポーツライフを継続するための資質・能力を次のとおり育
成することを目指す。 
（１） 各種の運動の特性に応じた技能等及び社会生活における健康・安全について理解するとともに、技能を身につ

けるようにする。 
（２） 運動や健康についての自他や社会の課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて思案し判断するとともに、

他者に伝える力を養う。 
（３） 生涯にわたって継続して運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し、明るく豊かで活力ある

生活を営む態度を養う。 

 

３ 指導の重点                  
（１） 運動を通しての心身の成長を図り、自らが率先して運動に取り組む能力を身につけさせる。 
（２） 集団行動を通じ礼節やマナーを身につけさせ、安全に配慮して活動させる。 
（３） 仲間と積極的にコミュニケーションをとりながら、楽しい活動ができることを目指す。 

 

４ 評価の観点の趣旨 

a知識・技能  b思考･判断･表現  c主体的に学習に取り組む態度  

運動の合理的、計画的な実践に関する

具体的な事項や生涯にわたって運動を

豊かに継続するための理論について理

解するとともに、目的に応じた技能を

身につけている。また、個人及び社会生

活における健康・安全について総合的

に理解しているとともに、技能を身に

つけようとしている。 

自己や仲間の課題を発見し、合理的、計

画的な解決に向けて、課題に応じた運

動の取り組み方や目的に応じた運動の

組み合わせ方を工夫しているととも

に、それらを他者に伝えている。また、

個人及び社会生活における健康に関す

る課題を発見し、その解決を目指して

総合的に思考し判断しているととも

に、それらを他者に伝えようとしてい

る。 

運動の楽しさや喜びを深く味わうこと

ができるよう、運動の合理的、計画的な

実践に自主的に取り組もうとしてい

る。また、健康を大切にし、自他の健康

の保持増進や回復及び健康な社会づく

りについての学習に主体的に取り組も

うとしている。 

 

 

 

 

 

 



５ 評価方法 

 評価は次の観点から行います｡ 

 a知識・技能  b思考･判断･表現  c主体的に学習に取り組む態度  

評 

価 

方 

法 

・スポーツテストや実技テスト等の
記録の分析 

・授業中の取り組みの状況 
・レポートなど提出物の内容の確認 
 
などから評価します。 

・スポーツテストや実技テスト等の
記録の分析 

・授業中の取り組みの状況 
・レポートなど提出物の内容の確認 
 
などから評価します。 

・授業中の取り組みの状況 
・レポートなど提出物の内容の確認 
 
などから評価します。 

 

各観点「Ａ：十分満足できる」、「Ｂ：おおむね満足できる」、「Ｃ：努力を要する」で評価します。 

 授業中の取り組みの状況とは、記録の確認、技能の観察、知識・思考・判断・表現の確認などを行います。 

 レポートとは、ワークシートやプリントなどに加え、実技見学における見学用紙、ならびにGoogleClassroomでのレポート提出な

どを含みます。 

 

６ 学習計画                              

   月 単元名 教材名 学習活動(指導内容) 時間 評価の観点と評価方法 

4 

 

 

 

 

 

5 

 

 

 

 

 

 

 

6 

 

 

 

 

7 

 

 

8 

  

 

9 

 

 

・オリエンテーション プリント ・授業における心構えや注意事項の説明 

・年間計画の説明 

１  

体つくり運動 

・集団行動 

・体つくり運動 

・スポーツテスト 

・学校体操 

「
現
代
高
等
保
健
体
育 

（
大
修
館
）」 

・運動の楽しさや達成感を味わうとともに、運動

に親しんでいく基盤となる活動 

・伝統ある学校体操の習得 

・グループで、大きな動き、大きな声で学校体操

を行う 

８ 実技記録の分析 

授業中の取り組みの観察 

個人カードの記述の分析 

ａ，ｂ，ｃ 

 

 [選択Ⅰ] 

・陸上競技 

・器械運動 

・剣道 

 

 

・記録向上の喜びや競争の楽しさを味わうことが

できるようにする 

・基礎技能を身につけ、発展的な運動へつなげら

れるようになる 

・礼法を身につけ、基本知識、基本動作の習得を

目指す 

 

１０  

実技記録の分析 

授業中の取り組みの観察 

個人カードの記述の分析 

ａ，ｂ，ｃ 

 [選択Ⅱ] 

・ソフトボール 

・バスケットボール 

・スポレック 

・サッカー 

・バレーボール 

・卓球 

・バドミントン 

 

 

 

 

 

・基本技術の習得 

・チームメイトと連携をとりながらゲームを進め

られるようになる 

・積極的にボールやプレイ1つ1つに関わること

ができるようになる 

・スポーツの歴史、文化的特徴や現代のスポーツ

の特徴について理解できるようにする。 

 

 

 

 

１２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実技記録の分析 

授業中の取り組みの観察 

個人カードの記述の分析 

ａ，ｂ，ｃ 

 

 

 

 

実技記録の分析 

授業中の取り組みの観察 

個人カードの記述の分析 

ａ，ｂ，ｃ 



 10 

 

 

 

11 

 

 

 

 

 

 

12 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

陸上競技 

・長距離走 

 

・最後まで粘り強く走りきる心を養う 

・個々の能力に応じた目標設定と達成に向けた取

り組み 

８ 

 

実技記録の分析 

授業中の取り組みの観察 

個人カードの記述の分析 

ａ，ｂ，ｃ 

 [選択Ⅲ] 

・ソフトボール 

・バスケットボール 

・スポレック 

・サッカー 

・バレーボール 

・卓球 

・バドミントン 

 

[選択Ⅳ] 

・バスケットボール 

・スポレック 

・サッカー 

・バレーボール 

・卓球 

・バドミントン 

 

・基本技術の習得 

・チームメイトと連携をとりながらゲームを進め

られるようになる 

・積極的にボールやプレイ1つ1つに関わること

ができるようになる 

・スポーツの歴史、文化的特徴や現代のスポーツ

の特徴について理解できるようにする。 

 

 

・基本技術の習得 

・チームメイトと連携をとりながらゲームを進め

られるようになる 

・基礎技能を身につけ、発展的な運動へつなげら

れるようになる 

・積極的にボールやプレイ1つ1つに関わること

ができるようになる 

１２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２ 

実技記録の分析 

授業中の取り組みの観察 

個人カードの記述の分析 

ａ，ｂ，ｃ 

 

 

 

 

 

実技記録の分析 

授業中の取り組みの観察 

個人カードの記述の分析 

ａ，ｂ，ｃ 



 １ 

 

 

 

 

2 

 

 

3 

〔体育理論〕 

１ 生涯スポーツの見

方・考え方 

 

 

 

２ ライフスタイルに

応じたスポーツ 

 

 

 

 

３ スポーツを推進す

る取り組み 

 

 

 

 

４ 豊かなスポーツラ

イフの創造 

 

 

 

 

・社会の変化にともなってスポーツの役割がどの

ように変化したのかを説明できる。 

.・ライフステージに対応したスポーツの楽しみ方

を説明できる。 

 

・「する」スポーツライフスタイルについて例をあ

げ説明できる。 

・現在の自分のスポーツライフの諸条件を整理

し，今後の豊かな設計のための諸条件や工夫のし

かたの例をあげられる。 

 

・国内でスポーツを推進してきた従来の取り組み

を説明できる。 

・自分が住んでいた身近な地域におけるスポーツ

推進の取り組みについて例をあげられる。 

 

 

・これまでとこれからのスポーツライフの違いを

説明できる。 

・豊かなスポーツライフを創造していくための課

題について例をあげて説明できる。目的に応じた

さまざまなトレーニングの方法を説明できる。 

・筋力，持久力，調整力，柔軟性を高める具体的

な方法をあげることができる。 

 

７ 

 

 

 

授業中の取り組みの確認 

ワークシート等の記述内容の

確認 

考査 

ａ，ｂ，ｃ 

授業中の取り組みの確認 

ワークシート等の記述内容の

確認 

考査 

ａ，ｂ，ｃ 

 

授業中の取り組みの確認 

ワークシート等の記述内容の

確認 

考査 

ａ，ｂ，ｃ 

 

授業中の取り組みの確認 

ワークシート等の記述内容の

確認 

考査 

ａ，ｂ，ｃ 

 

                                     計 70時間（50分授業） 

 
 

７ 課題･提出物等 

・怪我や病気等の理由で、やむを得ず長期の見学をした場合や実技が出来ない場合には、課題提出や筆記試験等を
行います。 
・体育理論は、授業内で考査を行う場合があります。 

 

８ 担当者からの一言 
1年間の体育授業を通じ礼儀作法や、時間やルールを守る態度を育て、爽やかな雰囲気の中で楽しく心と体を鍛

えましょう。また、運動の基礎・基本を学ぶことで、個人として生涯にわたって運動に親しむ基盤をつくり、集団
競技の中でも自分の果たすべき役割を理解し、実践できる力を身につけましょう。 
                                         （担当：志田 亮太） 

 

 


